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コルカタ雑感 
 
内藤 雅雄 
 
一 
 コルカタ、それは日本語でも英語でもわれわれが長くカルカッタ（Calcutta）として親しんで
いた都市の名称である。ベンガル語で「カラカーター（Kalakātā）」と表記されるが、独特の読
み方で「コルカタ（Kolkata）」と発音される。インド中央政府は 2000 年 12 月に正式にこの名
称を承認している。実は 1990 年代半ばころから、植民地期以来用いられてきた都市や通りの名
称は「植民地支配の残存」であるとして、本来の現地語名に切り換えるという動きが強まり、
1995 年 11 月にボンベイがムンバイーに、1996 年 10 月にはマドラスがチェンナイにと、（州議
会の決議を経て）中央政府が正式にその名称変更を認めた。その後、インド各地で同様の事態
が見られ、インドの地図上の地名表記はバローダがワドーダラー、プーナがプネー、カリカッ
トがコーリコード、ベナレスがワーラーナシー、トリヴァンドラムがティルヴァナンタプラム
などと変わった。もっとも、ムンバイー、チェンナイその他の都市名はそれより前から現地で
は（普通の会話でも、また出版物の奥付でも）用いられていたものである。名称の正式改称の
動きは当時のインド内の州自治権拡大要求運動と連動したものと考えられるが、英語の影響力
の特に強い大都市では多少の抵抗があったようで、コルカタの場合「父親の名前を変えるよう
なもの」という反対の声や、「いまだに旧地名に愛着を持つ住民が少なくない」状況を当時の日
本人記者は伝えている（『朝日新聞』2001 年 1 月 10 日付）。実際今日でも街では“Calcutta”と
“Kolkata”の両表記が混在するのを見かけるが、本稿ではコルカタで統一したい。 
 2014 年 12 月下旬から翌年 1 月初めにかけて、専修大学人文科学研究所の総合研究旅行でコ
ルカタからビハール州、ウッタル・プラデーシュ州の一部をめぐった。コルカタは私にとって
3 度目の訪問であるが、何せ最初が 1977 年 1 月、2 度目が 1988 年 8 月と相当以前のことなので、
この都市自体に関する体験的な記憶には曖昧な点も多い。ただ以前からコルカタ（カルカッタ）
という地名を目にし、耳にすると思い浮かぶ古い文章がある。一つは著名なフランスの政治学
者アンドレ・シーグフリードが 1950 年にインドを訪れた時の印象を綴った一節である。彼は同
年 10 月末にパキスタンに入ってインド亜大陸を西から東に移動し、1 か月後に到着したコルカ
タの街のことを次のように記している。彼は先ずそこで｢密集した人口に圧倒的な印象を受け
る｣のだが、それだけに止まらない。 
道は通行している群衆に属するばかりではない。それはまた都会の日常生活に属している
のである。日常生活の大部分が歩道上で行われるのだ。移動床屋が塀の下に腰かけた人の
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ひげを剃っている。いたるところに屋台店がかけられている。道ばたに寝ている人々、多
分そのうちには死んでいる者もいるかもしれない。小屋がけしている難民たち、そして平
然とうずくまっている牛たち、だれも牛をどけようとせず、自動車も敬意を表して止まる
のだ。婦人はほとんど見かけない、彼女らは家の中に止まっている。だからこの無数の人
口はまさに二倍になるわけであり、数百万といわれても驚かぬくらいだ。（アンドレ・シー
グフリード『インド紀行』［本田良介訳］、岩波新書、1960 年［初刷 1955 年］、93～94 ペー
ジ） 
 もう一つは、1956 年から 57 年にかけて第 1 回アジア作家会議に出席するためインドに滞在
した作家・堀田善衞の文章である。夕方ダム・ダム空港からコルカタ市内に入り、夜に散歩に
出た彼にとって 
   散歩は容易なことではなかった。すでに夜だというのに……。 
人、人、人、人、男、男、男、男、男……。 
ドウティと呼ばれる白衣をぐるぐるとまといつけ、黒い髪にターバンをまいた男、まかぬ
男、褐色から真っ黒までの幾多の音階色調のある皮膚の色、眼はいずれも鋭く、中国人、
日本人などと比べては、恐らく険があるという云い方が可能だと思われる光がある。すな
わちカルカッタに入って、人はアジアと一言でまとめはするけれども、ここからは日本、
ビルマなども含めて中国的世界から出て、まったく別のアジアに入ったことに気付かされ
る。（堀田善衞『インドで考えたこと』、岩波新書、2000 年［初刷 1957 年］、12～13 ページ） 
路上を埋める人の多さ、そこに繰り広げられる生活のさまざまな面、それらは現在のコルカタ
の光景でもある。街を歩く群衆もコルカタ独自のように見える。ただ、現在のコルカタの街を
見る時、上の二つの古い文章が描く光景と異なる点もある。男性のドーティー（腰布）姿を見
かけることは今やほとんどなく、また多くの女性が買物や散歩をする姿は普通に見かける光景
である。彼らが何を考えているのかまでは分からないが、年月の流れがコルカタの住民にそれ
なりの変化をもたらしてきたのは明らかである。 
 
二 
 筆者が今回の人文研総合研究旅行に参加するに当たり、特にインド近現代史を研究する一人
としてコルカタに関して自分の目で確認したいことがいくつかあった。それらは、以前のコル
カタ訪問の折に書き付けた古いノートと写真を改めて開いてみて気付いた疑問に基づくもので
あり、ここではそれらについてふれてみたい。 
 先ず、市の中央部のモイダン（大緑地）に位置し、観光の目玉にもなっているヴィクトリア
記念堂（Victoria Memorial Hall）でかつて筆者が見た「イギリス=インド帝国｣の象徴ヴィクトリ
― 57 ― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔写真 1〕コルカタ市のヴィクトリア記念堂を背にする 
インド総督カーズン像（2014 年 12 月撮影） 
ア女王の座像と、同記念堂建設の構想を
打ち出した女王死去時（1901 年）のイン
ド総督 G.N.カーズンの立像は今なおそ
こにあるのかどうか。 
 それらは実際に筆者が見た時と同じ場
所に存在していた。ヴィクトリア記念堂
がその名のまま存在する場所に女王像が
あるのは至極当然かもしれないが、独立
後約 70 年を経た今もイギリス帝国主義
の、そしてインド植民地支配の正に象徴
とも言うべき二人のイギリス人支配者の
銅像が、インド帝国の旧首都であったコ
ルカタの中心部に植民地期と同じまま
立っているのは外国人のインド研究者の
目から見れば異様に感じられる。カーズ
ンは対ロシア強硬路線を掲げ、イギリス
帝国の世界における勢力拡大と威信の向
上を第一義的目標とする政治家として知
られていたが、1898 年にヴィクトリア女王の推薦を受けて 39 歳の若さでインド総督としてコ
ルカタに赴任した。彼の総督期（1898～1905 年）は植民地インドの歴史上で最も封建的、反動
的統治が敷かれた時期の一つと言われる。彼は着任早々から、経済・財政、軍事、教育、官僚
制、そしてインドの旧支配層である藩王に関しても徹底した中央集権的強硬政策を推進した。 
 歴史に残る彼の「業績」の中で最も象徴的とされるのが 1905 年の「ベンガル分割令」である。
ベンガル―当時のベンガル州はベンガル、アッサム、ビハール、オリッサなどの広範な地域を
含んでいた―は初期の植民地支配の中枢であり、英語教育の導入などの影響もあり、いわゆる
「中間層」の成長や彼らの政治意識の高揚が最も早く見られた。すでに 19 世紀末からイギリス
人官僚の間で「政治的脅威」が指摘されていた。従って、この広大な州をヒンドゥー多住の地
域とムスリム多住の地域に分割し、インド人の勢力を分断しようとする政策が議論されてきた。
それを実行したのがカーズンで、この分割の理由は州面積の大きさによる行政上の不徹底の解
消とされたが、その政治的動機は明らかであった。分割案の構想と実行に深く関わった官僚の
H. H. リズレーの、「統一されたベンガルは一つの力である。分割されたベンガルはいくつかの
異なる方向へ引っ張り合うだろう。それこそがこの計画のメリットである」という発言がその
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実相を示している。こうしてベンガルは東西に分割されたが、これに対する反対運動はベンガ
ルのみならず、ボンベイ州からパンジャーブ州など北インドの広範な地域でも 20 世紀初頭最大
の大衆的政治運動として展開された。カーズンの名は「民族の敵」としてインド人の間に広く
深く浸透した。 
 インド人の間のこうした反植民地感情は独立後も決して消えず、当然ながら歴史研究書や教
科書における植民地期の叙述は厳しいものであった。銅像に関して言えば、ヴィクトリア記念
堂に通じる道路の真中に据えられていたカーズンの立像―1931 年発行の The Imperial Gazetteer 
of India, Vol. XXVI, Atlas のカルカッタ市街地図ではその地点に“Curzon Statue”の表記がある ―
は独立後に撤去され、現在そこには、民族運動引退後ポンディシェリーに修道所を開いたオロ
ビンド・ゴーシュの銅像がある。因みに、ムンバイーに残るインドの門（Gateway of India）の
傍ら（向かって左側）には、1911 年のコルカタからデリーへの首都遷都に際してここから上陸
した国王ジョージ 5 世の座像があったが、これも独立後撤去された（撤去の時期は定かでない
が、1960 年前後かと思われる。中村元編『図説世界文化大系』第 14 巻、インド・東南アジア、
角川書店、1960 年、202 頁）。その代りに、記念堂の庭にわれわれが現在見るカーズン像（前頁
写真）が置かれた（N. Gordia, Lord Curzon: The Last of the British Mughals, OUP, New Dehli, 1997, P. 
164）。 
 
三 
 1977 年にコルカタを訪れた時、街で会った何人かのベンガル人から聞いたことがある。それ
は、ガンディーやネルーと並ぶ著名な民族運動家で、後に彼らと対立してインドを離れドイツ・
日本と提携してイギリスに対抗しようとしたスバース・チャンドラ・ボースが一般に言われて
いるように終戦直後に台北飛行場で事故死したのではなく、実は生き延びていたのだというの
である。日本でもこのことはしばしば論議にのぼった。もっともその人たちもボースが 1970
年代末の時点で未だ生きているとは考えていなかった。しかしそのあと筆者が訪れたある記念
館で、多くの民族運動指導者と並んで、他の肖像画と違い名前の下に生誕年（1897 年）だけで
没年が書き込まれていないボースの像を見た。耳にはしていたベンガル人たちの「ボース信仰」
の一端を垣間見た感じであったが、「没年」欄は今も空白のままなのか。 
 スバース・ボース―日本では「チャンドラ・ボース」と呼ぶのが一般的だが、同志であった
兄の名がサラト・チャンドラ・ボースで、紛らわしいためここではこの名を用いる。なおベン
ガル語では「ボシュ」と発音するようである―はインド現代史の中でも稀有の存在と言えよう。
1920 年代後半からネルーとともに国民会議派の若手左派を代表し、インドの独立とともに社会
主義の実現をも主張して 1938 年には会議派議長に選出された。しかし翌年も議長選挙に立候補
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し、ガンディー―前年にはスバースを推薦していた―の強硬な反対を押し切って当選したが、
その不興を買って結局議長の職を果たせないまま辞任を余儀なくされた。コルカタに戻り会議
派党内組織としてフォーワード・ブロックを結成するが、党規律の侵犯を問われて党員として
の活動を停止させられたあと、インド政庁によって逮捕され、（病気のため）自宅軟禁される。
このあと「謎」とされる脱出の末、1941 年にはナチ政権の支援を求めてドイツに亡命し、それ
が不可能と判断すると日本政府を頼って極秘裡に来日した。東南アジアで日本軍の捕虜となっ
た英印軍兵士を編成したインド国民軍（INA）を指導して日本政府の後押しで自由インド仮政
府を樹立し、1944 年には日本軍とともにインパール作戦に参加して敗れたというその後の経緯
は日本でもよく知られる。日本敗戦後の 1945 年 8 月 18 日、台湾の台北空港を飛び立った直後
に事故で死亡したことも歴史年表に明記されている。 
 遺骨は東京・杉並区の蓮光寺に収められ、ネルー、インディラー・ガンディーからワージペー
イに至る歴代のインド首相が来日時に同寺を訪れたというニュースは日本で大きく報じられ
た。彼が台北からどこに向かおうとしていたのかは明確ではなく、ソ連邦に支援を求めようと
していたとの説が有力である。ただ彼の死については疑問の声が跡を絶たず、インド政府は
1955 年に「ネータージー調査委員会」を発足させた。スバースの兄の一人スレーシュ・チャン
ドラ・ボースや INA の将校であったシャー・ナワーズ・ハーンらの委員会は翌年報告書を提出
し、スバースの事故死を確認した。1970 年に再度設置された委員会も「飛行機事故による死亡」
と結論づけた。その後 1998 年に政権に就いたヒンドゥー主義政党、インド人民党が翌年発足さ
せた調査委員会は、スバースの墜落死を否定し、蓮光寺にある「遺骨」も本人のものではない
との報告書（2006 年）を提出した。しかし同報告書は 2004 年に成立した会議派主導の連立政
権によって拒否され（『朝日新聞』2006 年 5 月 22 日付夕刊）、それ以後はこの種の議論は表面
に出ていないようである。 
 現在のコルカタやベンガルにおいて、スバースの飛行機事故がどのように扱われているかは
筆者には不明であるが、今回のコルカタ訪問で一行とともに訪れたネータージー・バワンでは
一つの「発見」があった。同バワンはスバース関係の包括的な資料館で、兄サラトの孫スガタ・
ボース（ハーヴァード大学教授、インド国会下院議員。His Majesty's Opponent: Subhas Chandra 
Bose and India's Struggle Against Empire, Penguin Books, 2013 の著者）が館長を務める。多少薄暗
い館内にはスバース関係のさまざまな資料や書物が展示されており、壁に掛かった大きなス
バースの肖像画の下には、 
Netaji Subhas Chandra Bose 
1897, 23rd January 
とだけ記してある。亡くなった人物の写真なり肖像を掲げる場合、生年とともに没年も入れる
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〔写真 2〕コルカタ市、カルル・マルクス通りの 
マルクス＝エンゲルス像（1977年1月撮影） 
のが一般的かと思えるが、そこには没年はなかった。この機会にはかつて筆者が見た同一のス
バース肖像を確認出来なかったが、その「事故死」に関する疑問が彼ゆかりの地で現在もこの
ような形で残っているのかと思ったものである。しかしそれは筆者の思い過ごしであったよう
で、帰国後、前述したスガタ・ボースの著書を読むと、彼はその最終章（“A Life Immortal”）
でスバースの副官的存在だった人々の著書や証言、彼の側近くで接した日本人通訳らのことば
を引用したあと、淡々と次のように綴っている。「強力な歴史的証拠は、ネータージーが 1945
年 8 月 18 日に台北での飛行機墜落の結果死亡したことを示している」（ibid., p.320）と。遺族
たちの間にはすでに前から歴史を感傷的にでなく、客観的に真っ向から見つめる心構えが出来
ていたのであろう。「没年」が空白になっているのは、ベンガル人特有のおおらかさの故と考え
ることにした。 
 
四 
 同じ 1977 年に、友人の案内でカルル・マルクス・サラニおよびレーニン・サラニと呼ばれる
通りを訪れ、そこでそれぞれマルクス=エンゲルスとレーニンの実物大よりやや大き目の立像
を目にした。他の州（あるいは都市）で
は考え及ばないこの光景に驚き、感動し
たのを記憶しているが、政治状況も変
わった現在これらの像は健在なのかどう
かが気にかかっていた。結論的に言えば、
今回の旅行ではその場所まで赴く時間が
なかったものの、幸い走行中のバスの窓
からレーニンの立像を確かに目にするこ
とが出来た。直接見られなかったが、多
分マルクス=エンゲルス像もそのままで
あろうと想像した。 
 西ベンガル州は旧来から左翼勢力が強
く 1967 年には最初のインド共産党（マル
クス主義者＝CPI[M]）主導の左翼統一戦
線州政府が樹立された。このときはイン
ディラー・ガンディーの会議派中央政府
によって約 9 か月で解散させられるが、
その後 1977 年からは長期にわたって左
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翼統一戦線政府が続いた。この間 CPI（M）の指導者ジョティ・バス―筆者自身も東京とコル
カタで会ったことがある―は、30 年間州首相を務めるという全インド的に例のない名誉を担っ
た。コルカタはこうして長年左翼勢力の拠点の位置を占めてきた。しかし長い政権担当の間に
左翼政党内にもネポティズムや土地問題などを巡るさまざまな汚職の例が指摘され、2011 年 4
月の州議会選挙で左翼統一戦線は 34 年ぶりに 294 議席中 62 議席（うち CPI[M]は 40 議席）の
少数派に落ち、かつて国民会議派から分派した「草の根会議派（TMC）」を中心とする連合（合
計 227 議席）に政権を譲ることとなった。しかし、議席数から得票率に目をやると、TMC 連合
の 48.54%に対し左翼線戦も 41.12%を獲得しており、その差は僅かであったことが分かる。得
票率に対して議席数にこれだけの差が出るのは、日本も一部導入しているかの「小選挙区制」
によるためであり、CPI（M）をはじめとする左翼勢力は農民・労働者を中心に手堅い支持を維
持していた。ただインドの有力な週間評論誌が書いているように、「西ベンガルにおける左翼線
戦に反対する票は変化に対する票であるよりは、CPI（M）主導の連立政権に深い懲らしめを与
えることを意味するものであった」（Economic & Political Weekly, June 11, 2011, p.14）とすれば、
西ベンガルの左翼勢力に求められるのは、その本来の目標を再確認して住民の信頼を回復する
ことであろう。コルカタの街に立ち続けるマルクス=エンゲルス像もレーニン像もそれを見
守っているに違いない。 
 
五 
 以下の 2 件については今回（2014 年）のコルカタ訪問では確認できなかったが、筆者の心に
強く印象づけられた事柄であり、「雑感」の一部として付け加えておきたい。 
 ムンバイーとともにコルカタに明治以来第二次世界大戦前まで、いわゆる｢日本人街｣があっ
たことは日印関係史から知られる。かつて西本願寺法主大谷光瑞（1876～1948 年）は 1902～3
年、前後 3 回にわたって「西域インド探検」を試み、その旅行記（大阪毎日新聞記者・関露香
編、1913 年刊）が残っている。それによれば、当時カルカッタには総領事館員や三井物産社員
他 10 数名の日本人「正業者」を除いて 300 名を超える「からゆきさん」（著者は「醜業者」と
表現している）が住んでいた。一方明治期からすでに日印間の綿花取引などが盛んであったム
ンバイー（孟買）には在留邦人 200 名が常駐し、そのうち半数以上は「熊本・長崎辺りから来
た醜業婦と彼女らに附従する男たち」であったという。その後日印間の交易が進むにつれて在
留邦人の数は増え、「日本人街」も膨張していったようである。 
 こうした情報が念頭にあったので、1977 年の訪問時に在コルカタ日本総領事館にお願いして
街の歴史をよく知る中年のベンガル人を紹介してもらい、総領事館の車でいくつかの地点をま
わった。「この辺りだ」と案内された街ではベンガル語の看板が目につき、見かけるのはベンガ
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ル人ばかりであったが、古そうな多くの建物の 2 階は格子戸の窓をもついくつもの部屋に分か
れていて、案内人によればそれらが以前の「置屋」であったらしい。彼のことば以外に何らの
手掛かりのないまま、そうした家々の写真を撮してきただけであったが、その後偶然に、確か
にこの周辺にかつて多くの日本人が住んでいたことが分かった。つまり、その数年後たまたま
入手したインドの新聞に“When Calcutta had geishas”と題する記事があり、そこに載っていた
写真のキャプションが、筆者が以前に撮影した 1 軒の家がかつての「長崎ホテル」であること
を知らせてくれた（Sunday Amrita Bazar Patrika, 17 July 1983）。若い時期にこの地域に住んでい
たコルカタの古老の話に基づく同記事によれば、この建物の周辺を含めてモイダンの南に当た
るキダプル、ワトガンジ地域―先述した現在のカルル・マルクス通りはこの地域にある―から
その東に位置するパーク通りにかけて、大戦勃発まで約 2500 人の日本人が居住していた（1 万
人という説もあるようだがこれは誇張であろう）。三菱商事などの商社や、日本郵船会社、大阪
郵船会社、山下郵船会社など船舶業関係の日本人が多く、パーク通りには約 800 人の日本人が
住んで、その子弟のための日本人学校もあった。多くの日本人船員たちが宿泊したのが「長崎
ホテル」であり、キダプル地域の道路で着物姿の日本人女性を見かけるのは日常的であったと
いう。この建物は独立後イギリス副弁務官のオフィスとして使われたようである。因みに同記
事を書いた人物は 7 年前―というと 1976 年で筆者がここを訪れた時期とほぼ重なる―、かつて
のインドにおける日本人移民社会を研究する一日本人社会学者に依頼され、資料収集に協力し
てからこのテーマに関心を持ったと書いているが、この日本人研究者が誰で、何等かの成果を
発表したのかどうかは今のところ判明していない。なお、残念ながら今度の人文研旅行では時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔写真 3〕コルカタ市内の「旧日本人街」にあるかつての「長崎ホテル」の建物 
（1977 年 1月撮影） 
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間的余裕もなく、かつての「日本人街」を再訪することは出来なかった。 
 
六 
もう一つの関心は、1988 年の訪問の時に初めて乗ったコルカタの地下鉄（メトロ）のことで
ある。バスであれタクシーであれ、コルカタの街の中でほとんど慢性と言ってよいひどい交通
渋滞を経験した人なら、誰もが地下鉄というものの存在を頭に浮かべるであろう。インドで最
初のコルカタの地下鉄は独立直後の 1949 年に着工したが、実に 35 年かかって 1984 年にようや
くその一部が開通した。それでも首都デリーで地下鉄が開通したのは 2002 年であり、大都市ム
ンバイーの場合には、7 つの島を埋め立てによって一つにしたという地盤上の問題があってか
ほとんど話題にならない。同じマハーラーシュトラ州の第 2 の都市プネーに関しては、1990 年
代にメトロ建設の提起が報道されたことがあるが（“Proposal for metro rail in Pune”, The Times of 
India, Oct. 12, 1995）、今までのところ実現の方向は打ち出されていない。コルカタっ子たちが
この街の地下鉄・メトロを誇りにするのも無理からぬことであろう。 
 筆者が乗った当時のコルカタの地下鉄は、市の中央部のエスプラネードから南のタリガンジ
（日本総領事館の所在地）まで 9 駅を結ぶ短いもので、乗車を楽しむ暇もなかった。3 両しか
ない車両はどれも混み合い、クーラーが入った心地よい車内では女性のアナウンサーの案内が
聞こえたことが珍しかったと当時の筆者のノートは記している。その後この線は南北線として、
北はネータージ ・ースバース・チャンドラ・ボース空港に連絡するダム・ダム駅から南はカヴィ・
スバース駅まで 23 駅を結ぶまで延びている。しかも最近の情報では、フーグリ川を挟んで対岸
にあるハオラ駅からコルカタ側のシアルダ駅を通ってずっと郊外にまで延びる地下鉄東西線の
建設が日本の建築会社の設計・施工で進行中という。市街地中央部が地下区間で、郊外部は高
架区間という大工事のようである。これによってコルカタの交通事情がどの程度に緩和される
のかはわれわれの予想を超えるが、この数年の間には開通すると言われている東西線には、次
にコルカタを訪問する機会があれば是非とも乗ってみたいものである。 
